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Abstract : This	study	aimed	to	examine	the	effectiveness	of	the	practical	 teaching	development	model	which	adopted	
‘active	learning’	style	in	a	cycle	of	planning	with	the	use	of	‘unit	structure	diagram’,	teaching	practice	in	micro	teaching	
style	and	observing	classes	and	reflecting	by	watching	videos.	The	subjects	of	 this	 study	were	 the	 students	who	
took	 ‘Seminar	on	Teaching	Heath	and	Physical	Education Ⅱ ’	held	 in	the	first	semester	of	2017	at	Toin	University	 	of	
Yokohama.	
	 	 	 	Questionnaire	survey	with	five-point	scale	was	conducted	to	 investigate	the	students’	changes	 in	 ①	making	plans	
with	unit	structure	diagram,	②	teaching	in	simulated	lessons,	③	reflecting	lessons,	④	total	abilities	of	teaching	PE	⑤	
desire	to	become	full-time	teachers.
				The	results	confirmed	that	the	classes	provided	worked	well	to	gain	the	students’	high	evaluation	of	①,	②	and	③,	
receiving	positive	comments	such	as	“participating	in	the	classes	in	a	cycle	of	making	unit	structure	diagram	and	lesson	
plans	→	teaching	 in	simulated	 lessons	→	refection	was	useful	 to	develop	planning	and	teaching	skills”,	 “being	able	to	
feel	personal	growth	as	a	teacher”	and	being	able	to	find	tasks	to	work	on	towards	the	future”.	There	were	also	other	
changes	seen	in	the	students’	answers	in	the	questions	such	as	‘understanding	the	Course	of	Study	in	PE	is	important’,	
‘being	more	creative	with	teaching	materials	is	important’	and	‘	being	able	to	be	flexible	and	deal	with	any	situation	is	
important’.
	 	 	 	On	 the	other	hand,	 the	students’	 recognition	of	 their	abilities	 to	making	plans	with	 the	unit	 structure	diagram	
significantly	decreased	at	 the	5%	 level.	The	 time	allocated	 for	planning	 lessons	 for	health	education	and	physical	
education	was	one	lesson	each,	and	this	would	be	reason	why	the	students	could	not	develop	their	confidence.	there	was	
also	one	result	that	they	could	not	deepen	their	understanding	of	how	to	evaluate	students	as	expected.
To	improve	these,	 it	 is	 important	to	provide	students	with	various	means	responding	to	each	student’s	directivity	and	
individuality	 in	order	to	develop	their	practical	 teaching	abilities,	as	well	as	 improve	 learning	contents	 in	Seminar	on	
Teaching	Heath	and	Physical	Education	 Ⅰ .	It	 is	also	 important	to	examine	what	and	how	to	provide	 in	Seminar	on	
Teaching	Heath	and	Physical	Education	Ⅲ,	which	is	followed	by	Seminar	on	Teaching	Heath	and	Physical	Education	Ⅱ
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１.　緒　　言
　2016年に小学校及び中学校における新たな学習指導要領
（文部科学省2016a，2016b）の公示及び学習指導要領解説（文
部科学省2017a，2017b）が公開された．
　中央教育審答申（中央教育審議会，2016）でも述べられてい
たとおり，「カリキュラム・マネジメント」「アクティブ・ラーニング」
といったキーワ ドーがみられるように，「何を教えるのか」「ど
のように教えるのか」に加え，「何を身につけさせるのか」をテー
マとした改訂とされている．
　この背景には，ICT社会の到来に伴う職業の変化や国際化
及びインクルーシブ社会の到来に対応した多様性（diversity）
の理解を通して，21世紀を生き抜く力の育成を目指す必要性が
あると言える．
　これらを育成する授業の質的転換は， 初等・中等教育のみ
ならず高等教育を含めた教育全体に波及したものであり， 特
に， 能動的学習（アクティブ・ラーニング）の充実については，
専門的知識・理解，総合的な学習経験，創造的志向，汎用的
技能，態度・志向性などを兼ね備えた「学士力」の育成（文部科
学省，2008）が初出であり，大学教育の質的転換が，初等中等
教育に先駆けて求められてきたものと言える．
2.　教員養成の授業に求められる視点
2-1． 教員養成課程を有する大学で求められる資質能力
　教員養成を担う大学における答申等の動向を以前に整理し
たものを紹介する．
　教員に求められる資質能力について，教育職員養成審議会
第一次答申（文部科学省，1997）等で「実践的指導力」といった
用語が用いられるようになり，日本教育大学協会（2004）でも，
教員養成課程のカリキュラムの基軸を，「『体験と研究』の往還
運動」を通した「教育実践を科学的・研究的に省察（reflection）
する力」の養成とし，教員養成全体で「実践的指導力」を養成す
るという方向性が示されてきている．さらに，中央教育審議会
答申「今後の教員養成・免許制度の在り方について」（文部科
学省，2006）では，教員養成・免許制度の具体的方策として，「教
職課程の質的水準の向上」が示され，教員養成段階において，
教員として必要な資質能力を確実に身に付けさせることが必要
であると指摘されている．
　こうした論議が重ねられる中，「教職生活の全体を通じた教
員の資質能力の総合的な向上方策について（答申）」（文部科
学省,	2012）では， 実践的指導力について，「新たな学びを展
開できる実践的指導力（基礎的・基本的な知識・技能の習得に
加えて思考力・判断力・表現力等を育成するため，知識・技能を
活用する学習活動や課題探究型の学習，協働的学びなどをデ
ザインできる指導力）」と定義され，より具体的な育成すべき資
質・能力が示されてきている．また，同答申では，学生が修得
すべき知識・技能を明確化し，「何を教えるか」よりも「何ができ
るようになるか」に重点を置くべきであるとし，これからの教員
養成は，学習科学，教科内容構成の研究の推進及びその成果
の活用，経験知・暗黙知の一般化による理論や方法の開発な
ど，学校現場での実践につながる教育学研究の成果に基づき
行う必要がある，としている．
　さらに，文部科学省（2015）「高大接続システム改革会議中
間まとめ（平成27年9月15日）」においては，教員育成指標（教職
コア・カリキュラム）の策定によって， 教育の質保証を図るとし
つつ，「その一方で具体的な養成や研修の手法等については，
養成を担う各大学や研修を担う各教育委員会の自主性，自律
性に委ねられるべきである」こと，「アクティブ・ラーニングに関
する教育の充実のためには， 教員養成課程における授業その
ものを，課題探究的な学習や，学生同士で議論をして深め合う
ような授業としていくことも求められる」ことなどについて言及
している． 近年，「これからの学校教育を担う教員の資質能
力の向上について	（答申）」では，前掲したポイントに加え，「教
科・教職に関する科目の分断と細分化の改善」が重要な課題と
されており，教職に関する科目で得た学習成果を教科の学習に
つなぐ授業の在り方が必要と考えたことが本授業の開発の視
点である．
2-2． 体育・スポーツ分野における資質・能力の育成と研究動向
　全国体育系大学学長・学部長会（平成23年	10月18日）では，
体育・スポーツ学分野の教育の質保証における参照基準（案）
を公表し，体育・スポーツ学の学びを通じて獲得すべき基本的
な能力として次のような資質・能力の育成の必要性を述べてい
る．
①　専門家となるための能力
・身体運動の技術
・指導力と事業運営力
②　専門知識の援用力（ジェネリックスキル）
・広範な知識と複眼的思考力
・マネジメント力
・危機管理能力
・言語および非言語コミュニケーション力
・観察学習力
　また，体育科教育における実践的指導力育成の研究動向と
課題についても，これまで整理したものを端的に述べるが， 模
擬授業を取り入れた授業の有効性について，深見（2004），藤田・
細越（2008），長谷川ほか（2003），日野（2003），木原ほか（2008，
2009），岸本（1995），村井ほか（2009）が研究成果を発表して
いる．
　さらに，模擬授業時の「省察」に焦点を絞った研究に，福ヶ迫・
坂田（2007）木原ほか（2007）の研究がみられ，日野・谷本（2009）
は，大学における模擬授業，中学校における模擬授業，教育
実習の3つの授業を通して，学生の省察能力が段階的に向上す
桐蔭スポーツ科学　2018 27
ることを示唆した．徳永（2009）は，模擬授業の経過と共に，
意識が「教師活動」中心から他の項目へと広がりを見せ，模擬
授業を通して体育授業の見方・考え方が深まったとし，藤田ほ
か（2011）は， 模擬授業後の受講生が記入したリフレクション
シ トーを分析した結果，授業を「省察」する視点の転換が認め
られたと報告している．
　また近年では，授業時間外に省察課題を提供する試みも報
告されている．鬼澤ほか（2012）は，模擬授業の映像を学内の
e-ラーニングシステムを活用し，藤田（2013）は，映像視聴によ
る省察課題を繰り返すことによって， 授業の振り返りを行う際
の着眼点や授業改善の問題意識が， 授業の内容的な部分へ
移行する傾向が見られたとし，模擬授業映像を視聴させるとい
う省察課題は模擬授業の手法として効果的であると述べてい
る．
　しかしながら，模擬授業の実施にあたって，いくつかの課題
も生じてきている．日野・谷本（2009）は，すべての学生に十分
な経験の量と質の保証が困難であること，学生全員に模擬授
業を経験させようとすると単発的な授業になりがちで， 単元を
通しての授業構想や授業実践の力が育みにくいこと， 実際の
子どもが相手でないと起こり得ない問題が表面化しにくいこと
を挙げている．藤田・池田（2010）も，模擬授業の指導案作成
と教材づくりに十分な時間を充てる必要があること，また，それ
らに関わる情報を模擬授業の事前学習として十分に提供する
必要があること等を課題として挙げている．
　これらの学術研究と並行して， 国立教育政策研究所の教
育課程研究指定事業等を通して， 指導と評価の一体化をより
可視化する取り組みとして「単元構造図」による授業検討が提
唱され，2009年より文部科学省が主催，後援する研修会や研
究資料等に用いられてきている．単元構造図は，日本体育科
教育学会ワークショップ（佐藤，2009），中等教育資料（佐藤，
2010）等を通して，都道府県教育委員会の実施する研修会や
講習会等，大学における教師教育現場で広く活用されるように
なった.	神奈川県立体育センタ （ー2013）は， 学習指導要領の
理解，単元全体の把握，指導内容の精選，指導と評価の機
会の理解等に有効であることを報告している．
　これらの研究成果を踏まえ，佐藤・栫（2014）は，本研究と
同様のスタイルで，単元構造図，模擬授業，リフレクションの
繰り返しによる授業によって「授業構成力や実践的指導力を育
成する上で有効であり，各自の指導能力の把握や課題が明確
となる」結果が得られる反面，「授業後半に従い，生徒役のス
キルが向上することで，教師役の学生の課題が表出しにくくな
る傾向が見られた」ことを指摘した．
　また，佐藤・栫（2015）は，単元構造図，模擬授業，中学校
実践授業，リフレクションという体験学習型モデルに変更した
実践においては，教師を目指す上での肯定感の高まりに加え，
「学習指導要領の理解」が重要であると感じている点は,	学内
模擬授業のみの授業においても高かったが,	中学校体験実習
を加えることで，「生徒理解」，「状況への対応」など授業づくり
で求められる重要な視点（深い理解の段階）に気付く機会となっ
たことを報告した．
2-3． 反省的思考力を高めるための理論的背景
　体験学習の教育的効果の論議は，アメリカの教育学者
Dewey，J ．（1910）が提唱した問題解決学習に端を発してい
る．Dewey，J ．は，問題の解決は，「人間の具体的な環境の
中で，ある問題に突き当たったとき初めて主体的に行われる」と
論じ，その解決のための反省的思考（reflective	thinking）に基
づく問題解決の思考過程を重視している． 体験的学習の手法
を確立したのは，1940年代にグループダイナミクス研究の創始
者であるLewin，K．と言われる（佐藤・佐野，2004）．津村（1991）
は，この学習法を体験学習法として紹介し， 小柳（2004）は，
アクション・リサーチの源流として紹介している．Kolb	et	al ．
（1971）は，新しい行動を修正したり，今までの行動を修正した
りするための体験学習モデル（Experiential	Learning	Model）
を提唱した．この理論が野外教育の理論的根拠となったこと
を林・飯田（2002）が明らかにしている．
　この体験学習理論は，単元構造図による授業設計，授業準
備，模擬授業，ビデオによる省察を繰り返す中で，省察のポイ
ントを授業の基礎的な視点から授業の応用的視点への授業課
題を明確にし，気づきにより生じた学びを次の学習に生かしつ
つ， 失敗を通して学ぶという教師の実践的指導力の育成に有
効であると考えられることから，本授業の理論的な拠り所とし
て授業を進めることとした．
３.　「保健体育授業演習Ⅱ」（2017年度）の取組
3-1． 本授業の位置づけ
　桐蔭横浜大学では，「保健体育授業演習Ⅰ～Ⅲ」を開講して
おり，「保健体育授業演習Ⅰ」（2年後期）では， 体育・保健体
育に関する学習指導要領の理解を中心とした基礎的指導事項
及び指導法や省察法を座学で履修する．その後，本事例であ
る「保健体育授業演習Ⅱ」（3年前期）で模擬授業を体験し，「保
健体育授業演習Ⅲ」（3年後期）では，「保健体育授業演習Ⅱ」
における単元構造図による単元設計，模擬授業，リフレクショ
ンというサイクルに加え， 実際に小学校及び高等学校への授
業体験を通した単元設計，模擬授業，授業体験，リフレクショ
ンというより実践的なプログラムを経験し教育実習に臨むとい
う発展的に実践的指導力を高めるカリキュラムとしている．
3-2． 授業設計の意図
　「アクティブ・ラーニング型授業」プロクラムの基本的な構造
は，Kolb	et	al ．（1971）が開発した体験学習理論（①具体的
な体験，②体験の内省と観察，③一般化，④仮説化）や小柳
（2004）の整理によるアクション・リサーチproactive型（①実践，
②希望と起こりうる出来事の明確化，③データの収集，④デー
タの意味解釈，⑤改善のための選択的方法の省察，⑥別の
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実践を試みる）を参考としながら，単元構造図による授業設計，
大学模擬授業を柱として，模擬授業後には，映像視聴による
視点を重点化した振り返りによって自身及び他者の教師行動を
観察評価し修正を図ることとした．
　筆者らの所属する大学においてもこれまで開学以来開講さ
れている「保健体育授業演習Ⅱ」及び「保健体育授業演習Ⅲ」に
おいて相当の成果を得てきたが，2017年度は次のような変更に
より本授業を設計し質問紙調査及び受講生の振り返り等の分
析を通して成果の検証を図ることとした．
　①学生が任意に模擬授業を選び実施する方式から，全体で
　　の体験領域に偏りができる限り生じないよう，保健，体育
　　理論，体育分野の一定の領域を指定しその中から模擬授
　　業で実施する領域を検討することとしたこと．
　②学習指導案作成については，1時間の流れを考えるのでは
　　なく，体育版単元構造図及び保健・体育理論版単元構造
　　図を用いて，単元レベルからのカリキュラム・マネジメント
　　に基づく授業構想を検討し，その中の1時間を取り出し模
　　擬授業として実施することとしたこと．
　③期間記録等の量的なリフレクションに加え， 佐藤・栫	
　　（2015）が用いた基礎条件を中心としたポイントから内容
　　条件を中心としたリフレクションのポイントを段階的に提
　　示し，質的なリフレクションを加えることとしたこと．
　なお，単元構造図による授業設計は，単元を俯瞰し，学習
指導要領で示されている技能，態度，知識，思考・判断の指
導内容のうち，提供する1時間で何を重点化して指導するのか，
また， 何を学習評価するのかを特定することで， 実施時間で
生徒に「何を教え，何を身につけさせるのか」を明確にするもの
である．指導経験の少ない学生にとっては，当該時間の技能
の師範や内容の理解が優先され， 単元といった連続する時間
で授業が構築されていることの意識を持ちにくいため，学習サ
イクルの繰り返しを通して，単元の俯瞰の中で当該時間が提供
されていることを実践的に体験する．
　この一連の体験学習サイクルの中で,観察の視点を教師行動
の授業マネジメント等の基礎的条件を中心とした省察から，授
業の根幹である内容的条件の省察に移行することで， 授業の
本質的な理解と自身の課題への深い気付きを引き出すことにつ
ながり， 授業設計力及び授業修正力の向上を意図したもので
ある．
3-3． 履修・開講状況
　受講生は大学3年生23名（男子：15名， 女子：8名）であり，
小学校教諭希望者10名， 中学校・高等学校保健体育科教員
希望者13名であり，受講生全員が教育実習前の時期であった．
授業は2017年4月～2017年7月の期間で，授業回数は全15回で
あった．
　なお，授業担当者A（68	歳）は，中高一貫校教諭2年，大学
教員経験40年（保健科教育法，学校安全等を担当）の経験を
有し，主として保健科教育学を専門としている．授業担当者B
（54歳）は，高等学校教諭経験16年，県教育委員会事務職（保
健科教育担当指導主事等6年）， 国立教育政策研究所教育課
程調査官経験5年（中高体育の分野担当），大学教員経験7年
の経歴を有しており， 体育科教育学を専門としている． 授業
担当者C（41歳）は,大学教員経験10年の経歴があり，スポーツ
教育学を専門としている．	
3-4． 授業計画
　授業オリエンテーションにおいて， 小学校教員希望者10名
2グループと中高教員希望者13名3グループを確定し， 領域の
重複が出ないようグループごとの実施したい領域の確定をした
後，表1で示す領域の分担を確定した．
　そのうえで，保健分野においては，単元構造図で設定した
当該授業で育てたい資質・能力のうち，態度，思考・判断の指
導内容を重点化し， 取り上げるよう授業の工夫を図ることを課
題とした．
　体育分野においては，技能，態度，知識・思考・判断が指導
内容として示されていることから，単元構造図で設定した該当
授業における指導内容を重点として模擬授業を検討するよう
指示した．
3-5． 学生の授業内での取り組み
　学生は，5グループ（A～E班）に分け，それぞれ①授業者（教
師役），②学習者（生徒役），③観察者に役割分担し，全員が
各領域でできる限りそれぞれの役割を体験できるように設定
した． 模擬授業を行うにあたり， 各グループで対象とする領
域の単元構造図を作成し，授業計画を立て，指導案（時案）及
び教材づくりを行った．
　教師役のグループは模擬授業のはじめに， 作成した単元構
造図の説明及び本時の指導の重点の説明を行い，その後，小
学校45分， 中高50分で1人10分程度ずつ模擬授業を行った．
受講者（生徒役）は１グループの模擬授業終了後に振り返りシー
トの記入を行った． 観察者グループは， 保健分野では観察
チェックシ トー（図1），体育分野では模擬授業サマリーシ トー（図
2）を記入し，量的質的の両面から模擬授業を観察した．
　模擬授業の様子は，授業担当者Cが動画撮影し，模擬授業
後に授業映像を編集し， 関係者のみが閲覧できるよう動画共
有サイトにアップした． 受講生は次週の授業までに， 授業映
像をチェックしながら，模擬授業評価・リフレクションシ トーを
作成し， 学内メールによる提出を求めた． 省察課題について
は，10回の模擬授業を通して，基礎的条件である「声の大きさ」
や「視線・表情」，「指示・説明」などの教師行動から，内容的条
件となる「教材の活用・工夫」，「学習の進め方」などの授業展開
に着眼点を発展させた．なお，次回の授業時には，学生全員
の模擬授業評価・リフレクションシ トーを印刷して配布して前
時の授業の振り返りを行った．
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4． 授業の成果
4-1． 客観的データからみる教授行動の成果
　体育授業では観察役の学生の授業観察と並行して，授業担
当者Cの分析記録を毎時フィー ドバックしている（図2）．2017年
度の「保健体育授業演習Ⅱ」では，主にプロセスとして「期間記
録」「相互作用」を，プロダクトとして	「形成的授業評価」のデー
タをフィー ドバックした．
　表2は，体育授業（小学校2回，中学校2回，高等学校1回）
における数量的データを一覧にしたものである．
　発達段階及び領域等の特性を踏まえた分析が必要となる
が，小学校6年生球技ネット型（ソフトバレーボール）では，運
動学習が52.1%程度と最も長く， 相互作用が117回と特に多
かったが， 形成的授業評価は2.36と2番目に低かった． 小
学校3年生跳び箱運動では， 認知学習が短く，マネジメントに
27.3%と5回の中で最も費やしたものの， 運動学習は44.9%配
当した．高等学校入学年次を想定したハ ドール走においては，
インストラクション及び運動学習に時間を掛け， 認知学習の時
間が少ない傾向が見られたが， 学生間の形成的授業評価は5
回の模擬授業のうち最も高かった． 中学校第1学年現代的な
リズムのダンスについてはインストラクション及び認知学習の
時間を多くとったことで運動学習は24%であったが，形成的授
業評価は2.61と2番目に高かった． 中学校第2学年を想定した
体つくり運動では，領域の特性上，認知学習に時間の半分程
度をかけているが，運動学習が20%程度と最も短く，相互作用
が42回と最も少なく形成的授業評価が最も低かった．
4-2． リフレクションシートからみる教授行動の成果
　授業後の省察は，授業終了後の映像による振り返りの視点
を段階的に示し（表3），保健分野で5回，体育分野で5回の振
り返りの一例が図3～5である．
　省察においては，教師役の学生への改善点を示すとともに，
自身が授業を行う際に起こりえる共通の課題としての認識を持
たせ，対策を示すよう促した．
　第1・2回目の「声の大きさ」では，実際の40人という規模では
声が通りにくいという意見や単に大きいだけでなく， 強弱をつ
けて話す工夫の必要性など，「視線・表情」では，前を見ている
がひとりひとりに視線が向いてない， 前方の児童生徒に視点
が集中しやすい，表情の変化や身振り手振りをつけて話すこと
が効果的など，「指示・説明」では， 重要な部分の強調やワー
クシ トーやキーワ ドーカ ドーを効果的に使用することの有効性
など，「板書」では，大きい字を書く練習の必要性，色使いや
アンダーラインの効果的使用などの記述が見られた．
　第3・4回目の「発問・応答」では，発問の質の検討や教えすぎ
への留意， 予想していない回答への対応など，「賞賛・受理」
では，優劣がつかないような配慮，回答や良い動きへの拍手
など，「師範技術」では，ポイントの重点化やできていない生徒
へのポイントの師範など，「巡回（机間）指導」では一部の生徒
や前方の生徒のみにならないこと等の記載が見られた．
　第5回目の「マネジメント」では，保健では，事前の時間配分
の準備の重要性，話し合い活動の際の机の配置などの記載が
見られた．体育では，準備や片付け，移動時間の短縮の工夫
表1　「保健体育授業演習Ⅱ」（2017年度）における授業計画と各時間の指導の重点
回数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
月日 4月11日 4月18日 4月25日 5月2日 5月9日 5月16日 5月23日 5月30日 6月6日 6月13日 6月20日 6月27日 7月4日 7月11日 7月18日
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0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50
55
60
65
70
75
80
85
90
授業
外の
学習
指導案作
成・模擬授
業練習
指導案作
成・模擬授
業練習
指導案作
成・模擬授
業練習
映像視察・
リフレクショ
ンシート記
入
映像視察・
リフレクショ
ンシート記
入
映像視察・
リフレクショ
ンシート記
入
映像視察・
リフレクショ
ンシート記
入
指導案修
正提出
映像視察・
リフレクショ
ンシート記
入
映像視察・
リフレクショ
ンシート記
入
映像視察・
リフレクショ
ンシート記
入
映像視察・
リフレクショ
ンシート記
入
映像視察・
リフレクショ
ンシート記
入
指導案修
正提出
省察力
指導
の重
点
学習指導
要領解説
指導事項
の抽出、関
心・意欲・
態度、思
考・判断の
活動の工
夫、評価規
準の特定
学習指導
要領解説
指導事項
の抽出、技
能、態度、
知識・思
考・判断と
指導過程、
学習評価
1   時間管
理、生徒管
理(私語対
応や授業
準備の日
常化)
声の大き
さ、視線、
板書、机間
巡視等、緊
急時の対
応
2   受容的
雰囲気(表
情、言葉づ
かい)、肯
定的な同
意等
1   教材準
備、思考を
促す発問
や追加発
問の準備
2   めあて・
ねらいと方
法、教材の
一致
師範の技
術(良い事
例、つまづ
き事例の
身体表現、
局面での
身体表現)
3   計画と
実際の変
更(臨機応
変な内容
変更)、つま
づきの発
見・手だて
1   時間管
理、生徒管
理(私語対
応や授業
準備の日
常化)
声の大き
さ、視線、
板書、机間
巡視等、緊
急時の対
応
2   受容的
雰囲気(表
情、言葉づ
かい)、肯
定的な同
意等
1   教材準
備、思考を
促す発問
や追加発
問の準備
2   めあて・
ねらいと方
法、教材の
一致
師範の技
術(良い事
例、つまづ
き事例の
身体表現、
局面での
身体表現)
3   計画と
実際の変
更(臨機応
変な内容
変更)、つま
づきの発
見・手だて
授業分析
の方法と他
者観察、自
身の課題
の確認
前時リフレ
クション
シートの分
析・発表
応急手当
（高1）
(思考・判
断)
心の健康
（小5）
(態度)
けがの防
止（小5）
(思考・判
断)
前時リフレ
クション
シートの分
析・発表
前時リフレ
クション
シートの分
析・発表
授業分析
の視点と指
導内容の
確認
前時リフレ
クション
シートの分
析・発表
前時リフレ
クション
シートの分
析・発表
前時リフレ
クション
シートの分
析・発表
前時リフレ
クション
シートの分
析・発表
前時リフレ
クション
シートの分
析・発表
前時リフレ
クション
シートの分
析・発表
分析者コメ
ント
分析者コメ
ント
体育指導
法に関す
る全体振り
返り
授業の趣
旨・事前調
査
グルーピン
グ
保健版単
元構造図
の作成・指
導案の検
討
本時の進
め方、役割
分担の確
認
心身の相
関（高1）
(思考・判
断)
前時リフレ
クション
シートの分
析・発表
体育版単
元構造図
の作成・指
導案の検
討
授業設計
の仕方・単
元構造図
の作り方
担当指導
案作成指導教諭
コメント
指導教諭
コメント
指導教諭
コメント
担当指導
案作成
分析者コメ
ント
分析者コメ
ント 分析者コメ
ント
分析者コメ
ント
ストレス
（高1）
(思考・判
断)
保健指導
法に関す
る全体振り
返り
指導教諭
コメント
指導教諭
コメント
球技（小6）
ネット型バ
レーボール
指導教諭
コメント
指導教諭
コメント
分析者コメ
ント
分析者コメ
ント
分析者コメ
ント
指導教諭
コメント
事後調査
指導教諭
コメント
指導教諭
コメント
指導教諭
コメント
指導教諭
コメント
指導教諭
コメント
指導教諭
コメント
陸上（高1）
ハードル走
ダンス（中
1）現代的
なリズムの
ダンス
体つくり（中
2）運動の
計画の作
成
分析者コメ
ント
器械（小3）
跳び箱運
動
基本的教授技術 内容的教授技術 基本的教授技術 内容的教授技術授業設計力
桐蔭横浜大学「保健体育授業演習Ⅱ」（2017年度）における
実践的指導力育成モデルの検討
30 佐藤ほか
図1　授業観察シ トー（保健分野）
 
実施日： 2017年6月27日 領域： 場所：
授業者： 対象： 3/8 時間扱い
【形成的授業評価】 【声かけに対する受け止め方】 【教師の相互作用行動】
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図 2　模擬授業サマリーシ トー（体育分野）
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表2　「保健体育授業演習Ⅱ」の体育授業における量的データ
 
6月13日 6月20日 6月27日 7月4日 7月11日
球技（小6）
ネット型(ソフトバ
レーボール)
器械（小4）
跳び箱運動
陸上（高1）
ハードル走
ダンス（中1）
現代的なリズ
ムのダンス
体つくり運動
（中2）の運動
計画の作成
インストラクション（I） 20.3% 21.6% 39.4% 37.3% 22.5%
認知学習（A1） 11.5% 6.5% 4.7% 26.3% 48.5%
運動学習（A2） 52.1% 44.9% 44.4% 24.0% 20.3%
マネジメント（M） 16.1% 27.0% 11.5% 12.5% 8.7%
117回 45回 61回 54回 42回
2.36 2.59 2.71 2.6 2.23
　　　　　　模擬授業の領域
量的データ
期
間
記
録
「相互作用」の総回数
「形成的授業評価」平均
日時
表3　「保健体育授業演習Ⅱ」におけるリフレクションの重点項目
目回5目回4・目回3目回2・目回1
評価の視点 評価の視点 項目 評価
・40人程度の生徒に対して、最後列まで説明が
届いている
・生徒の興味・思考を揺さぶる発問が見られる ・挨拶、出席点呼などリズムよく進めている
・発音がクリアーで聞き取りやすい
・回答のない生徒に追加発問をして易しい問いに
修正している
・用具の準備、片付けは必要最低限の時間でできてい
る
・抑揚のある発声で重要なポイントの強調があ
る
・特定の生徒や前列のみの生徒に集中しないよう
配慮している
・集団の動きを適切に管理している
・ただ大きいだけでなく、状況に応じて強弱を
使い分けている
・良い動きや回答に対して、肯定的な賞賛をして
いる
・危機管理の対策が取れている
・生徒の顔を見て発言している
・予期せぬ質問に対して、無視せず丁寧に対応し
ている
・指導内容に迫る適切な教材を提供している
・声だけでなく、身振り・手振りなどのノン
バーバルコミュニケーションも活用している
・生徒の回答を否定せず、回答したことに配慮し
て正しい情報を伝えている
・生徒が楽しいと思える教材を提供している
・安心感のある受容的雰囲気を出している ・良い例、悪い例を適切に表現している ・安全が学保された教材を提供している
・広い視点で後方の生徒まで視野を広げている ・伝えたいポイントを強調した師範を示している
・技能、態度、思考・判断のねらいに迫る教材を提供
している
・端的にポイントを示している ・動きのコツを分かりやすく言語化している
・生徒の状況に応じて、教材、時間、ルール、人数な
どの変更を柔軟にしている
・必要な説明に重点化し、まとまりのある説明
となっている。
・生徒がわかりやすいよう、スローモーションや
部分的な動きでコツを示している
・突発的な事態に対して、臨機応変に対応している
・カードによる視覚化などの指示をキーワード
化して掲示するなどの工夫がみられる
・興味の薄い生徒を放置せず学習を促している
・はじめ、なか、終わりの流れをスムーズに進行して
いる
・最後列の生徒を中心に大きな字で板書してい
る
・巡回指導時も全体進行に気を配っている ・生徒の学習の機会が十分保障されている
・きれいで丁寧な板書をしている
・手だてを要する生徒を的確に見つけアドバイス
ができている
・説明時におこりやい怪我やリスク軽減の方法を伝え
ている
・カード等の掲示のみに頼らず、自らの板書を
加えている
・賞賛的フィードバックを繰り返ししている ・体調のすぐれない生徒を見逃さず声を掛けている
・重要な項目は色を変える、アンダーラインを
引くなどデザインを工夫している
・安全上の留意点を伝えている
・漫然とした取り組みや危険行為を見逃さず、その場
で毅然と対応している
・危険と感じた場合、個人のみでなく、全体にも
安全の留意を伝えている
・体調の変化などについて、状況に応じて問いか
けている
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図 3　模擬授業評価・リフレクションシ トー（基礎的条件①）
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図 4　模擬授業評価・リフレクションシ トー（基礎的条件②）
図 5　模擬授業評価・リフレクションシ トー（基礎的条件③，④）
に加え， 練習時などの順番や次の人の動き出すタイミングの指
示などの配慮の必要性などの記載が見られた．「教材の適切
性」では，保健分野では，ワークシ トーの構成や指導内容との
適切性，体育分野では，めあてやねらいに応じて教材を考える
ことの大切さなどの記載が見られた．「授業展開力」では，まと
めの時間が取れていないなど，予め必ず伝える箇所と省略する
箇所の想定の必要性などの記載が見られた．「健康・安全管理」
については，転倒した生徒への対応が課題，水分補給への配
慮などの記述が見られた．
　保健体育科教育における教授理論については，「授業設計
の仕方・単元構造図の作り方」において講義で説明をしている
が，模擬授業を通して実践的に学生個々の省察によって，授業
の成立要件を認識していることが伺えた．
4-3． 客観的データ及びリフレクションシートによる授業後の省察
　授業時の客観的データ及び参加学生すべてのリフレクション
シ トーは， 毎時の前時リフレクションシ トーの分析・発表の時
間において，すべての学生に配布し，グループにおける最終省
察を実施した．その際，客観的データは，領域及び該当学年
における量的時間配分の適切さや改善のポイントについて，グ
ループごとに意見を出し合いまとめを発表した．
　その結果，領域や本時のねらいによって，運動時間，認識
学習，インストラクションが異なるものの，マネジメントの効率化
は共通して必要であること，リフレクションの相互評価から，基
本的教授技術，内容的教授技術に関わる個々の課題が明らか
になった等の発言が見られた．このことは，授業設計，模擬授
業，視点を明確にした省察，個々の指導技術の向上すべきポ
イントの明確化という学習プロセスを繰り返すことで， 実践的
指導力が向上していく可能性が示唆されたと言えよう．
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5． 事前・事後質問紙調査にみる成果
　事後アンケートを全15回の授業終了後に実施した． 無記
名式で，アンケ トーの内容は授業評価（成績）に反映されない
ことを口頭・文書にて確認の上，実施した．履修者23名のう
ち，回収したアンケ トーは，20名（事前）・22名（事後）であった．
調査内容は， ①単元構造図および授業計画の作成， ②模擬
授業（教師役・生徒役・観察者役），③映像を視聴してのリフレ
クションレポ トーの作成， ④保健体育授業演習Ⅱの授業全体
についての感想・意見，⑤授業づくりについて特に重要である
と認識した点，⑥授業を受講しての自分自身の変化，⑦教員
への希望・意欲等であった．
①単元構造図および授業計画の作成について
　5件法による調査では，事前調査での平均が4.6であり，期
待の高さがうかがえた．事後調査では，全体平均は4.3と低下
表 5　「学内模擬授業」への期待と成果
 
pre post 両側確率
1 授業目標・内容の理解が深まる 4.85 4.59 0.056
2 教えるべき内容の理解が深まる 4.9 4.64 0.030
3 目標と評価について理解が深まる 4.6 4.23 0.028
4 評価機会について理解が深まる 4.45 3.86 0.003
5 年間計画と単元計画について理解が深まる 4.5 4.23 0.069
6 教材づくりについて理解が深まる 4.8 4.91 0.330
7 学習過程について理解が深まる 4.4 4.41 0.789
8 目標に準拠した評価について理解が深まる 4.45 4.18 0.171
9 学習指導要領の理解が深まる 4.4 4.59 0.262
10 教材の特性について理解が深まる 4.65 4.76 0.749
11 授業時の教師行動（声の大きさ・板書・発問・示範・観察など）について理解が深まる 4.9 4.82 0.666
12 授業時の生徒の学習形態について理解が深まる 4.45 4.41 0.858
13 一時間の授業だけではなく、単元として授業の全体像をとらえることができる 4.15 4.27 0.789
14 授業を行う上で、模擬授業の経験は必要である 5 4.95 0.330
表 4　単元構造図および授業計画・学習指導案の作成への期待と成果
 
pre post 両側確率
1 授業目標・内容の理解が深まる 4.75 4.50 0.010
2 教えるべき内容の理解が深まる 4.85 4.50 0.002
3 目標と評価について理解が深まる 4.6 4.32 0.135
4 評価機会について理解が深まる 4.45 3.90 0.008
5 年間計画と単元計画について理解が深まる 4.65 4.09 0.010
6 教材づくりについて理解が深まる 4.65 4.68 0.772
7 学習過程について理解が深まる 4.4 4.09 0.015
8 目標に準拠した評価について理解が深まる 4.25 3.95 0.209
9 学習指導要領の理解が深まる 4.75 4.59 0.606
10 教材の特性について理解が深まる 4.6 4.27 0.083
11 授業時の教師行動（声の大きさ・板書・発問・示範・観察など）について理解が深まる 4.65 4.59 0.804
12 授業時の生徒の学習形態について理解が深まる 4.3 4.36 1.000
13 一時間の授業だけではなく、単元として授業の全体像をとらえることができる 4.4 3.95 0.029
14 授業を行う上で、単元構造図の作成は必要である 4.7 4.59 0.453
 
pre post 両側確率
1 授業目標・内容の理解が深まる 4.25 4.18 0.789
2 教えるべき内容の理解が深まる 4.35 4.14 0.163
3 目標と評価について理解が深まる 4.65 4.23 0.035
4 評価機会について理解が深まる 4.7 4.27 0.058
5 年間計画と単元計画について理解が深まる 4.2 3.95 0.135
6 教材づくりについて理解が深まる 4.55 4.68 0.577
7 学習過程について理解が深まる 4.4 4.23 0.096
8 目標に準拠した評価について理解が深まる 4.4 4.05 0.049
9 学習指導要領の理解が深まる 3.9 4.18 0.069
10 教材の特性について理解が深まる 4.4 4.32 0.804
11 授業時の教師行動（声の大きさ・板書・発問・示範・観察など）について理解が深まる 4.6 4.77 0.577
12 授業時の生徒の学習形態について理解が深まる 4.4 4.38 0.790
13 一時間の授業だけではなく、単元として授業の全体像をとらえることができる 4.1 4.00 0.577
14 自分自身の授業を客観的に観察することは、教授技術の改善に有効である 4.85 4.82 0.748
15 自分以外の人の映像を見て評価を行うことは、自分自身の授業改善に役立つ 4.95 4.95 1.000
16 授業時には気付かなかったが、映像視聴によって、新たに発見できた事象がある 4.75 4.64 0.330
17 自学自習が促進される 4.5 4.36 0.453
18 毎回のレポート課題において、様々な観点から評価を行うことで、授業を行う上でのポイントをより明確に理解することができる 4.5 4.68 0.453
表 6　「授業観察シ トーの作成を通した振り返り」への期待と成果
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④「保健体育授業演習Ⅱ」の授業全体について
　「単元構造図・指導案の作成→模擬授業→振り返りの一連
の作業を繰り返すことは， 授業構成力の育成や授業スキルの
向上に有効である」「保健体育授業演習Ⅱを受講して，自分自
身の成長を実感できる」「保健体育授業演習Ⅱを受講して，自
分自身の課題が明確になる」の全項目においてどちらともいえ
ない以上の点を示し，すべての項目で4.55以上の高いポイント
を示した．あらかじめの期待の高さと成果の高さがうかがえた
（表7）．
⑤授業づくりについて特に重要であると認識した点
　全16項目の中から， 最も当てはまるもの3つを回答させたと
ころ，事前調査に置いては，「教材の工夫が重要である」12	「生
徒の理解が大切である」10	「経験を積むことが大切である」9	
「楽しく行うことが重要である」9としていたものが， 事後調査
においては，「学習指導要領の理解が重要である」14「教材の
工夫が重要である」9「状況に柔軟に対応できることが大切で
ある」8と回答傾向に変化が見られた． 特に学習指導要領の
理解の重要性が本実践においての認識の高まりがみられたこ
とが示唆された（表8）．
⑥授業を受講しての自分自身の変化
　実践的指導力に関連する全15項目の中から，最も当てはまる
もの3つを回答させたが，「自分の指導能力が把握できる」事
前14事後16,	「自分の教授技術の課題を明確にできる」事前11
事後14，「教師になる認識が高まる」事前3事後6の回答が上
位を占めた（表9）．これらの結果は，佐藤・栫（2014）による複
合的なカリキュラムの提供によって，学生自身が気づいた変化
であると考えられた．
⑦教師への思い
　本授業を通して，6項目の教師への思いや印象についての
調査をおこなったが，「教員になりたい」事前4.75， 事後4.68
「授業づくりは難しい」4.37→4.55	「教員になれる気がする」
3.2→2.95等いずれも有意差は認められなかった．
　本授業だけでは，教師観の変化には大きな影響が見られな
かったことが示唆された（表10）．
6． 結　　論
　本授業を通して次の点が示唆された．
　第一に， 客観的データ及びリフレクションシ トーによる授業
後の省察から，授業設計，模擬授業，視点を明確にした省察，
個々の指導技術の向上すべきポイントの明確化という学習プ
ロセスを繰り返すことで，実践的指導力が向上していく可能性
が示唆された．
　第二に，事前事後質問紙調査から，単元構造図作成におい
ては，「教材づくりについて理解が深まる」「学習指導要領の
が見られたが，事後調査では「教材づくりについて理解が深ま
る」4.68	「学習指導要領の理解が深まる」「授業時の教師行動
（声の大きさ・板書・発問・示範・観察など）について理解が深ま
る」「授業を行う上で，単元構造図の作成は必要である」の3項
目は4.59と高い評価であった（表4）．
　授業実施前後で対応のあるT検定を実施したところ，「授
業目標・内容の理解が深まる」「教えるべき内容の理解が深ま
る」「評価機会について理解が深まる」「年間計画と単元計画
について理解が深まる」「学習過程について理解が深まる」「一
時間の授業だけではなく，単元として授業の全体像をとらえる
ことができる」の6項目において有意な低下が見られた（df=22,	
p<.05）．このことから，単元計画，学習内容，学習活動，学習
評価の関係の理解が事前に期待した以上に得られなかったと
いうことが示唆された．
②模擬授業について
　全項目においてどちらともいえない以上の点を示し， 特に事
前調査の平均は4.6であり，事後調査の平均は4.5であった．
実施後の回答では，「授業を行う上で， 模擬授業の経験は必
要である」4.95「教材づくりについて理解が深まる」4.91「授業
時の教師行動（声の大きさ・板書・発問・示範・観察など）につい
て理解が深まる」4.82の順に高いポイントが見られた（表5）．
　これらのことから，模擬授業を通して教師役を体験すること
は，実践的指導力を育成する上で有効であったと捉えているこ
とが示唆された．一方，授業実施前後で対応のあるT検定を
実施したところ，「教えるべき内容の理解が深まる」「目標と評
価について理解が深まる」「評価機会について理解が深まる」
の3項目において， 有意な低下が見られた（df=22,	p<.05）．こ
のことから，模擬授業において学習内容，学習評価について
は事前の期待以上の成果が見られなかったことが示唆された．
③授業映像を視聴してのリフレクションレポ トー作成について
　全項目においてどちらともいえない以上の点を示し， 特に事
前調査の平均は4.7であり，事後調査の平均は4.4であった．
事後調査で「自分以外の人の映像を見て評価を行うことは，自
分自身の授業改善に役立つ」4.95「自分自身の授業を客観的に
観察することは，教授技術の改善に有効である」4.82「毎回の
レポ トー課題において，様 な々観点から評価を行うことで，授
業を行う上でのポイントをより明確に理解することができる」
4.68など自己観察・他者観察が省察の深まりに有効であったこ
とが示唆された（表6）．
　授業実施前後で対応のあるT検定を実施したところ，「目標
と評価について理解が深まる」「目標に準拠した評価について
理解が深まる」の2項目において，有意な低下が見られた（df=22,	
p<.05）．このことから，模擬授業において目標と評価およびそ
の連関性については事前の期待以上の成果が見られなかった
ことが示唆された．
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表7　「本授業全体」への期待と成果
表8　授業づくりで最も重要と認識していること
 
pre post 両側確率
単元構造図・指導案の作成→模擬授業→振り返りの一連の作業を繰り返すことは、授業構成力の育成や授業スキルの向上に有効である 4.85 4.68 0.104
保健体育実践演習を受講して、自分自身の成長を実感できる 4.58 4.55 0.772
保健体育実践演習を受講して、自分自身の課題が明確になる 4.68 4.90 0.104
 
pre（順位） post（順位） 合計数
7)5(5)11(2るあで要重がとこるえ考で体全元単 □1
41)5(5)3(9           るあで要重がとこう行くし楽　□2
2)9(20るあで要重がとこつ保を律規習学　□3
12)2(9)1(21            　　           るあで要重が夫工の材教  □4
22)1(41)5(8るあで要重が解理の領要導指習学　□5
6 □　生徒の理解が大切である 10(2) 7(4) 17
7 □ 個別支援が大切である 2(11) 0 2
5)9(2)01(3るあで切大が術技範師の身自　□8
9)5(5)7(4るあで切大がとこるす解理を性特材教　□9
10 □ 経験を積むことが大切である 9(3) 3(8) 12
31)3(8)6(5るあで切大がとこるきで応対に軟柔に況状 □11
12 □　体力を高めることが大切である 0 0 0
13 □ 技能を保障することが大切である 0 0 0
14 □　生徒間の教えあいの機会保障 4(7) 1(13) 5
6)9(2)7(4るあで切大が障保の会機るえ考　□51
表 9　本授業による自身の変化への期待
 
pre（順位） post（順位） 合計数
1 □ 教育実習の不安が払拭できる 9(3) 2(8) 11
52)2(41)2(11るきでに確明を題課の術技授教の分自　□2
3 □　教師になる認識が高まる 3(10) 6(4) 9
4)8(2)21(2　るめ極見をき向不き向のへ員教 □4
5 □　授業の観察力が高まる 3(10) 2(8) 5
4)8(2)21(2るま高が力)ンョシクレフリ(察省　□6
4)5(40るま高が力るす同協と)僚同(間仲 □7
5)7(3)21(2るえわ味が感成達のりくづ業授　□8
40)6(4るきでが験経な用有に後用採員教　□9
10 □　自分の指導能力が把握できる 14(1) 16(1) 30
8)5(4)6(4るきで験体がスセロプるす達上が導指　□11
12 □　状況変化への対応力が高まる 5(5) 1(13) 6
13 □　授業づくりの課題が克服できる 4(6) 2(8) 6
14 □　何をすべきがが明確になる 7(4) 7(3) 14
15 □　学び続ける態度が身に付く 4(6) 1(13) 5
表10　現在の状況
 
pre post 両側確率
1 教員になりたい 4.75 4.68 0.577
2 教員になれる気がする 3.2 2.95 0.204
3 教員に向いている 3.3 3.18 0.428
4 教員になることに不安を感じる 4.05 3.55 0.061
5 教員になるのは簡単だ 1.2 1.45 0.186
6 授業づくりは難しい 4.3 4.55 0.171
36 佐藤ほか
理解が深まる」「授業時の教師行動（声の大きさ・板書・発問・
示範・観察など）について理解が深まる」「授業を行う上で，単
元構造図の作成は必要である」という項目において高い評価
が得られ，模擬授業では，「授業を行う上で，模擬授業の経験
は必要である」「教材づくりについて理解が深まる」「授業時
の教師行動（声の大きさ・板書・発問・示範・観察など）について
理解が深まる」という項目において高い評価が得られた．また，
リフレクションにおいては，自己観察・他者観察が省察の深ま
りに有効であることが示唆された． 授業全体をとおして，「単
元構造図・指導案の作成→模擬授業→振り返りの一連の作業
を繰り返すことは， 授業構成力の育成や授業スキルの向上に
有効である」「保健体育授業演習Ⅱを受講して，自分自身の成
長を実感できる」「保健体育授業演習Ⅱを受講して，自分自身
の課題が明確になる」などに高い回答傾向が確認された．また,
「学習指導要領の理解が重要である」「教材の工夫が重要であ
る」「状況に柔軟に対応できることが大切である」などの授業
後の認識の変化が見られた．
　他方で，本授業の課題として次の点が挙げられる．
　第一に， 単元構造図作成では6項目において有意な低下が
見られたことから，単元計画，学習内容，学習活動，学習評
価の関係の理解が事前に期待した以上に得られなかったこと
は，模擬授業を10回配分したため，授業設計にかける時間を
保健分野，体育分野各1回であったことが改善すべき課題と考
えられる．
　第二に，模擬授業においては3項目において有意な低下が見
られた．このことは，単元構造図の理解が十分に進まなかった
ことにより， 模擬授業においても評価の方法やタイミングが十
分に把握できていなかったことが考えられる．	
　第三に， 授業映像を視聴してのリフレクションレポ トー作成
については2項目において有意な低下が見られた．このことか
ら， 模擬授業において目標と評価およびその連関性について
は事前の期待以上の成果が見られなかったことが示唆された．
これらの改善策として，実践的指導力の育成に向けては，年度
ごとの学生の指向性や個別の違いに対応して手だてや重点を
変化させること．「保健体育授業演習Ⅰ」における事前学習を
充実させることが考えられるが，今後に実施する「保健体育授
業演習Ⅲ」との関連や全体のカリキュラム・マップの見直しなど
引き続き検討する必要がある．	
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